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世田谷区児童相談所移管後の児童相談行政の全体像（案） 

健康 
（子育て支援・母子保健） 

★世田谷版ネウボラ※１ 

育児不安 
（進行防止） 

虐待 
（再発防止） 

児童相談所 

二次予防 

・専門的な知識及び技術を要する相談（養護、障害、非行等） 
・一時保護や施設入所等の法的権限の行使 

・要保護児童対策地域協議会の全体調整 

・子どもに関する一義的な相談窓口（養護、障害等） 
・各種在宅サービスの提供及び調整 

・要保護児童対策地域協議会の調整 

 

・身近な地域のおける、早めの相談、気軽な相談 

・各施設や活動団体による子育て情報の提供 

・乳児期家庭訪問事業等の母子保健事業 
・総合支所ネウボラ・チーム（※２）による妊娠期から就学前までの相談支援 

専門相談機関 
（虐待、障害、非行等） 

複雑・困難ケースの連携・引継ぎ 

地域支援ケースの連携・引継ぎ 

区内部組織としての児相と
子家センの強力な連携体制 

一次予防 

三次予防 

専門職の配置等、 

相談機能の体制強化 

区民やＮＰＯ等、 

地域が持っている力の向上 

子ども家庭支援センター 

子育て支援拠点施設・子育て活動団体、保健師等 

地域と子ども家庭支援センターと児童相談所が一連となった、切れ目のない児童相談体制 

地域全体で子どもや子育て家庭を支えるまち 

一時保護所 

５ヶ所 

※１ 世田谷版ネウボラ：妊婦や乳幼児を育てる全ての家庭
を区・医療・地域が連携しながら、妊娠期から就学前まで切れ
目なく継続的に見守り支える相談・支援のネットワーク体制。 
※２ ネウボラ・チーム：地区担当保健師、母子保健コーディ
ネーター（助産師、保健師、看護師）、子育て応援相談員（社
会福祉士、保育士等）で構成され、各総合支所に配置。 


